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（別紙）
漁業用燃油高騰への対策強化を求める意見書

本県漁業は、輸入水産物の増大等により漁価の下落、昨年に引き続く大
型クラゲの来遊等、漁業者の懸命の努力にもかかわらず漁業経営は深刻な
状況にある。
このような状況の中で、経済成長を続ける中国、インドなどの原油需要
の大幅な増加に対して、中東の産油国の供給能力が追いつかないことによ
り原油価格は高騰が続いている。漁業において操業に欠くことができない
燃油価格においても、漁業者のコスト削減努力を大きく上回る高騰が続い
ており、漁業経営を圧迫する深刻な状況となっている。
さらに、今回の原油価格の高騰は、石油消費国と産油国との間での構造
的な需給不均衡によるものであり、今後も長期間にわたり続くものと予想
される。
そこで、国においては、燃油等の価格高騰により特に深刻な影響を受け
ている漁業経営の現状に配慮し、我が国漁業が将来にわたって安定的な発
展を図れるよう、以下のとおり、早急に対策強化を講じるように強く要望
する。

１ エネルギー効率の高い漁船用推進機械など操業の効率化を促進するた
めの技術開発を進めること。
２ 漁業者の行う経営コスト削減に向けた新たな取り組みや省エネルギー
対策に係る設備等の導入に対して、支援強化を講じること。
３ 燃油流通のコスト低減等燃油価格低下への取組を進めること。
４ 燃油価格の高騰による圧迫されている漁業経営の改善を図るための総
合的対策を講じること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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